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要旨：本研究は、グローバル教育の授業実践に焦点を当て、教員研修の実施が教員の

授業指導不安に及ぼす影響を明らかにするとともに、教員がグローバル教育授業

実践に主体的に取り組むことを目指した教員研修を提案することを目的とした。

研究１では、校内研修の実施が教員のグローバル教育に対する授業指導不安に与

える影響を検証した。その結果、グローバル教育に係る教員研修は、教員の授業

指導不安を軽減させる可能性があることが示唆された。研究２では、海外転入児

童の多い小学校教員を対象に、グローバル化する教育現場においてどのような意

識をもっているかについて調査した。その結果、学校の特徴に関連する不安とし

て、「自分の教育観や価値観をおしつけてしまわないかという不安」「子どもとの

逆転現象に対する不安」等があることが示唆された。２つの研究から示唆された

ことを踏まえ、体験型英語学習施設「TOKYO GLOBAL GATEWAY」を活用した教員

研修案を作成した。
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はじめに  

急速なグローバル化が進展していく教育現場

で、グローバル人材の育成を目指したグローバ

ル教育の授業実践は、教員にとって大きな課題

の一つである。しかし、今日の教育現場におい

て、グローバル教育の授業実践が定着している

とは言い難く、教員の主体的な授業実践に課題

が残る。そこで、本研究では、グローバル教育

の授業実践に焦点を当て、教員研修の実施が教

員の授業指導不安に及ぼす影響を明らかにする

とともに、教員がグローバル教育授業実践に主

体的に取り組むことを目指した教員研修を提案

することを目的とした。 

日本におけるグローバル教育の動向と課題  

グローバル教育とは、研究や理念によってそ

の定義は幅広く、様々である。笠井（2009）に

よると、1960 年代にアメリカでグローバル教育

が誕生し、これまで多くの研究・実践が行われ

ている。本研究では、グローバル人材の育成を

目指して行われる教育活動をグローバル教育と

定義した。東京都は、『東京都教育施策大綱』（東

京都、2021）において、グローバル人材の育成

を、「東京型教育モデル」で実践する特に重要な

事項として位置付けている。東京都教育委員会

は、各学校においてグローバル人材育成に向け

た取組を推進していくためのガイドライン『東

京グローバル人材育成指針』（東京都教育委員会、

2022）を設定し、その中で小・中・高等学校を

通して育成すべき資質・能力を提示している。

他方で、経済協力開発機構（OECD）が 2018 年に

行った国際教員指導環境調査（TALIS）の結果で

は、多文化的な学級の指導について肯定的な回

答をした教員の割合が日本は最低値となってい

る。授業実践の不安は教員効力感における個人

的教授効力感にダメージを与える可能性がある

（西松、2005）ことから、グローバル教育授業

実践に主体的に取り組むことを目指した教員研

修では、グローバル教育への授業指導不安の軽

減に焦点を当てる必要があると筆者は考えた。 

研究 1 小学校におけるグローバル教育に係る

教員研修の効果検証  

研究１の目的は、校内研修の実施が教員のグ

ローバル教育に対する授業指導不安に与える影

響を検証することである。仮説「小学校の校内

研修という状況で、 グローバル教育に係る教員

研修を行った場合、受講した教員の受講前後の

グローバル教育に対する授業指導不安に差があ

る」を検証するため、都内の小学校において校

内研修を実施した。本研究に参加した 19 名の研

修受講者には、受講前後に質問紙調査を行った。

グローバル教育授業指導不安の測定には、授業

指導不安尺度（松宮、2013）から 3 つの下位尺

度（「授業設計不安」3 項目、「授業指導不安」4

項目、「英語指導不安」3 項目）を、一部の文言

を変更して使用した。事前・事後で得られたデ

ータは統計ソフトを使用して分析した。 その結



果、受講前後で授業指導不安得点の平均値に有

意な低下が見られた。また、下位項目では、「授

業設計不安」と「英語指導不安」の平均値に有

意な低下が見られた。このことから、グローバ

ル教育に係る教員研修は、教員の授業指導不安

を軽減させる可能性があることが示唆された。 

研究２ 海外転入児童が多い小学校教員の意

識調査  

研究 2 の目的は、海外転入児童の多い小学校

の教員の意識を調査することで、教員がグロー

バル教育授業実践に主体的に取り組むことを目

指した教員研修の開発における課題を明らかに

することである。海外転入児童数が国内転入児

童数を上回るという特徴をもつ都内公立小学校

（以下 A 小学校）を研究対象校に設定した。A

小学校に勤務する教員のうち、調査への同意が

得られた 26 名を調査対象者とした。調査は半構

造化面接の形式で行われた。音声を文字起こし

してデータ化し、コーディングしてカテゴリに

分け、概念化して概念図を作成した。さらに、

語りの中から A 小学校の特徴に関連する部分を

抽出して分析し、概念図に組み込んだ（図 1）。 

図１ A 小学校における教員の意識概念図  

その結果、A 小学校の教員には、これからさら

にグローバル化していく教育現場において、「日

本の教育への思い」「子どもに対する思い」「自

己に対する思い」「漠然とした思い」の 4 つに分

類される思いがあることが示唆された。また、

学校の特徴に関連する不安として、「自分の教育

観や価値観をおしつけてしまわないかという不

安」「子どもとの逆転現象に対する不安」「英語・

外国語のスキルに対する不安」があることが示

唆された。 

教員の主体的なグローバル教育授業実践を目

指した教員研修の提案  

研究１、研究２で示唆された結果から、本研

究の目指す教員研修には①所属する学校のグロ

ーバル化の概観と教員自らの新たな視点の獲得、

②異文化体験及び非母語話者とのコミュニケー

ション体験、③グローバル教育に係る単元構成

や授業設計などを行うワークショップ型校内研

修、この 3 つの要素が必要であると推察された。 

これらの要素を踏まえ、東京都教育委員会が

提供する体験型英語学習施設「TOKYO GLOBAL 

GATEWAY（TGG）」を活用した５日間の教員研修計

画案を作成した。この研修によって、不安概観

や TGG スタッフとの交流を通してグローバル教

育に対する見通しをもてるようになることや、

疑似体験やワークショップを通して経験不足に

よる不安を軽減すること等が期待される。同時

に、教育活動における英語能力やコミュニケー

ションスキルに関する教員の不安軽減と、グロ

ーバル教育に関する教員の授業構成力の向上が

期待される。 

おわりに  

本研究は、教員がグローバル教育の授業実践

に主体的に取り組むことを目指して行われた。

今後、実際の教育現場において、教員が主体的

にグローバル教育の授業実践に取り組み、グロ

ーバル教育が推進されることによって教育活動

全体が充実されていくことを願っている。  

修学指導教員 （川﨑 由花）  
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